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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はGタンパク質共役受容体スーパーファミリーに属する。コードされている膜貫通タンパク質は、神経伝達物質である神経ペプチドY（NPY）および消化管ホルモンであるペプチドYY（PYY）の機能を媒介する。コードされている受容体は、アゴニスト誘導性によりクラスリン被覆ピットを介した迅速な内部移行を受け、その後細胞膜へ再循環される。Y1受容体の活性化は、細胞内カルシウムの動員とアデニル酸シクラーゼ活性の阻害につながる可能性がある。[RefSeq提供、2013年8月]、機能：神経ペプチドYおよびペプチドYYの受容体。この受容体の膵ポリペプチドに対する親和性の順位は、NPY > [Pro-34] PYY、PYYおよび[Leu-31、Pro-34] NPY > NPY（2-36）> [Ile-31、Gln-34] PPおよびPYY（3-36）> PP > NPY遊離酸です。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属します。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	NPY1R抗体を用いたNIH/3T3細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	NPY1R 抗体を使用した 293 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	NPY1-Rポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析

